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②  題 目 ： 乱流のエネルギー散逸率 

（英文名 ： Energy dissipation rate in turbulence） 

③実施期間：2025 年 10 月 28 日～2025 年 10 月 30 日（3 日間） 

④参加者数： 25 名  （内、外国機関所属者 4 名） 

⑤講 演 数：  25 コマ（内、英語で行われたもの 25 コマ） 

⑥合宿型セミナーの概要（開催目的、成果など）：乱流は我々の身のまわりにありふれており、その理解、予

測および制御はさまざま系で課題となってきた。実際、乱流に関する研究は、ナビエ・ストークス方程式の解

の特異性に関する数学から、産業界の現場における技術研究まで多岐に渡る。しかし、乱流は巨大自由度の非

線形力学系であり、ミレニアム問題はもちろんのこと、解析的なアプローチのみで解決した問題は多くなく、

今後もさらなる研究が必須である。そこで本研究集会では、乱流の「数理的側面」に主眼を置き、最近の進展

を深く議論する。とくに、乱流の動力学と統計に関して重要な役割を演じる「エネルギー散逸率」をキーワー

ドとして、活発に研究活動をしている研究者が集い、乱流研究をさらに促進することを大きな目標とした。そ

の結果、外国機関所属者 4 名および 8 名のポスドクおよび学生を含む 25 名が集い、講演（若手研究者はポスタ

ー発表）を行った。とくに合宿型研究会の特性を生かして、十分に時間をとって非常に深い議論を行うことが

できた。この研究集会を契機として、乱流の数理研究の新たな展開が促されるはずである。  
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⑦ 講究録を      □発行する     ■発行しない 
     ※発行する場合：原稿完成予定時期       年  月  日頃 

⑧ 講究録以外の方法で報告集を発行する場合： 
     タイトル： 
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⑨ 専門誌等による場合：主要な論文リスト（掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可） 
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(2024) A6. 

 J. Ge, J. Rolland, J.C. Vassilicos, "The interscale behaviour of uncertainty in three-dimensional Navier-Stokes turbulence", J. Fluid Mech. 1017 (2025) A29. 
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 Y. Yin, R. Onishi, S. Watanabe, I.I. Segrovets, K. Nagata, T. Aoki, "Numerical study of fractal-tree-generated non-equilibrium turbulence", J. Fluid Mech. 

1007 (2025) A45. 

 T. Kitamura, "Normalized energy dissipation rate in shear turbulence", J. Phys. Soc. Japan (2025) 印刷中. 

 N. Yokoi, "Non-Equilibrium Turbulent Transport in Convective Plumes Obtained from Closure Theory", Atmosphere 14 (2023) 1013-1-22. 

 R.Araki, A. Vela-Martı́n, A. Lozano-Durán, "Forgetfulness of turbulent energy cascade associated with different mechanisms", J. Phys.: Conference Series 

2753 (2024) 012001. 

 H. Masuda, Y. Motoori, S. Goto, "Physical mechanism of turbulence reduction due to polymer additives", 準備中. 

ほか。  


